
第

+

巻

に

題

す

同

顧

す

れ

ば

本

誌

創

刊

號

-

第

一
巻

上

冊

な

世

に

逡

つ

表

の

に

大

正

十

五

年

七

月

の

こ

と

で

あ

ろ
o

爾

來
、

歳

と

と

も

に

巻

な

重

ぬ

ろ

こ

と

正

に

十
、

本

號

を

も

つ

て

そ

の

第

十

巻

な

結

び

得

ろ

こ

と

と

な

つ

れ
。

不

噺

悠

久

な

ろ

べ

き

學

問

研

究

の

世

界

よ

り

見

れ

ば

微

々

喪

る

本

誌

の

十

巻

完

成

の

ご

と

吾

敢

へ
て

書

ふ

に

足

り

な

い

か

も

知

れ

ぬ
o

だ

が

十

年

の

歳

月

な

費

し

て
、

歎

多

吾

姉

妹

雑

誌

の

間

に

伍

し

な

が

ら

今

現

に

見

る

が

如

き

形

に

ま

で

成

長

な

…遂

げ
、

E

本

脛

濟

學

界

の

一
角

に

さ

、

や

か

な

れ

ど

も

不

抜

の

塊

歩

な

築

昏

得

う

に

至

つ

五

こ

と

に
、

お

も

ふ

て

卿

か

の

感

慨

為

禁

じ

得

な

い

と

こ

ろ

で

あ

ろ
。

」

編

輯

者

に

ご

」

に

先

づ
、

十

年

の

昔

に

想

ひ

な

か

へ
し

て
、

よ

く

學

界

の

大

勢

の

赴

く

と

こ

ろ

な

明

簾

し

な

が

ら
、

本

誌

の

創

刊

に

心

な

い

☆

さ

れ

索

る

前

小

樽

高

等

商

業

學

校

長

・
名

春

教

授

俘

房

次

耶

先

生

の

徳

な

偲

び

六

い
。

次

い

で

は
、

過

去

十

年

間
、
1

営

初

に

三

千

部
、

今

に

毎

號

四

千

部

と

い

ふ

大

規

模

な

る

本

誌

の

刊

行

に
、

惜

し

み

な

く

財

な

投

じ

て

只

誉

に

そ

の

成

長

な

愛

蔑

ぜ

ら

れ

穴

ろ

二

干

八

百

の

小

樽

高

等

商

業

學

校

同

窓

倉

々

員

諸

氏

と
、

今

現

に

學

窓

に

あ

る

七

百

の

校

友

會

々

員

諸

君

と

の
、

あ

つ

き

支

擾

に

滞

腔

の

感

謝

を

捧

げ

染

い
。

か

の

明

察

と
、
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一
の

支

援

な

か

り

ぜ

ば
、

む

ろ

ん

本

誌

に

今

日

の

生

ひ

立

ち

為

見

る

々

得

な

か

つ

れ

で

あ

ら

う
o

お

も

へ

ば

『
商

攣
・
討

究
』
に
、

他

の

何

慮

に

も

全

き

類

型

な

見

ざ

ろ
、

本

學

園

の

内

と

外

と

の
、

盗

ろ

」

ご

と

告

血

の

交

流

の

う

へ

に

躍

動

し

て

ゐ

雲

の

で

あ

る
o

か

く

て

吾

々

に
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そ

の

成

す

べ

き

共

同

事

業

の

一
つ

な

華

か

に

成

し

遽

げ

得

六

る

思

ひ

も

て
、

こ

、

に

記

念

す



ぺ

き

第

十

巻

為

結

び

了

へ

t
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そ

し

て

今

ぷ

り
、

新

た

な

る

韓

機

に

立

ち

向

に

う

と

し

て

ゐ

ろ
。
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年

三

同

の

定

期

刊

行

に

年

二

同

に
、

但

し

各

號

の

紙

歎

は

現

在

よ

り

も

幾

分

の

増

加

に
、

墜

ず

る

で

あ

ら

う
。
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會

・
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會

々

員
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氏

へ
の

洩

れ
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き

配

本

は

本

號

為

も

つ

て

一
と

先

づ

打

切

り

と

し
、

白

今

擦

約

者

以

外

に

に

頒

索

れ

ぬ

で

あ

ら

う
。

次

の

第

十

一
巻

に

今

秋

十

月

刊

行

豫

定

の

本

校

創

立

二

十

五

周

年

記

念

論

丈

集

を

も

つ

て

二

れ

に

充

て
、

次

年

度

内

に

他

に

在

來

の

形

に

於

け

る

本

誌

の

刊

行

な

停

止

す

ろ

で

あ

ら

う
。

讃

者

諸

氏

も

既

に

よ

く

知

ら

る
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如

く
、

本

校

に

於

て

に
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問

研

究

上

の

剛
大
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た

歎

年

の

後

に

期

す

べ

く
、

今
、

苫

米

塊
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俊

校

長

の

蓮

大

な

る
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ラ

ン

に

擦
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が

ら
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員
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會
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會

々

員

賭

氏

打

つ

て

一
丸

と
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て
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術

研

究
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實

に
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進

し

て

ゐ
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此

プ

ラ

y
の

賓

現

の

口

こ

そ

來

り

な

ば
、

本

誌

に

昔

日

に

も

ま

し

糞

不

動

の

財

政

的
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礎

准

惑

ま

る
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筈

で

あ

る
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誌

が

其

日

ま

で
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布

範

園
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の
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飴
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の

に
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並

び
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編

輯

委

員
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逡

憾
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る

所

で

に

あ
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o
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が

校

長

の

英
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と
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窓

會

の
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れ

て

の
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援

に
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つ

て
、
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る

べ

き
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年

の

う

ち

に

も
、
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誌

に
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來

と

殆

ん

ど

全

く

愛

ら

ざ

る

形

態

に

於

て
、
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粋

な

る
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術

研

究

機

關

雑

誌
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て
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が
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得
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に
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、
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に
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瞭
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情
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懐

為

附

田

し

て
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な
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年
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商
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